
ガーグルベースンの浸漬消毒
実施日：平成25年7月25日（木）

指導員コメント

ガーグルベースン全体が浸漬液に浸かっていることは評価できます。

ただし、ガーグルベースン同士が重なっていると、隙間に消毒液が充分に行き渡らず、効果

が発揮できません。全てが消毒液に接触するように、間隔をあけるように工夫して下さい。
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包交車
実施日：平成25年7月25日（木）

指導員コメント

包交車の上は清潔面としての扱いが必要です。使用前後での清拭がしやすいように、上面

にはものを置かないようにしましょう。また衛生材料と衛生材料以外のものを一緒に収容す

るのも避けましょう。

台面に滅菌セッシが立ててありますが、台面上では埃や水濡れなど汚染リスクが高く、いつ

滅菌状態が破たんしているか不明確です。また縦置きにすると袋の下部が破れやすくなり

ます。袋が破れると「滅菌済み」として扱えませんので、引き出しの中などに横置きで保管し

ましょう。
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調製台の上
実施日：平成25年7月25日（木）

指導員コメント

針捨てボックスからシリンジがあふれており、蓋が閉まらなくなっています。こまめに捨てる

か、廃棄容器の規格を検討してはいかがでしょうか？また調製台の上は清潔エリアです。

採血後の針などの汚染物は入れず、調製時に使用した鋭利物のみを廃棄するようにしまし

ょう。

調製前には必ず台上を清拭する必要がありますので、調製台の上または近くに清拭クロス

を用意しておくとよいでしょう。
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処置車のタオル
実施日：平成25年7月25日（木）

指導員コメント

下の段においてあるのは、手作りのクーリングカバーとのことです。使用前・後のものが触

れないように分けて置くようにして下さい。また、使用前のものは埃がつくのを防ぐため、下

の段に置かないようにしましょう。できれば、リネン保管棚に収納し、使用する分だけ持ち運

ぶほうが清潔でしょう。
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浴室脱衣所
実施日：平成25年7月25日（木）

指導員コメント

脱衣所にタオルが干してありますが、充分に乾燥できているでしょうか。

しっかりと乾燥させないと、菌が繁殖する原因となりますので、確実に乾燥できるように工夫

しましょう。

浴室の窓が開放されていました。浴室の換気口率が悪いために開放せざるを得ないかと思

いますが、まずは浴室内及び脱衣所の換気口の清掃を行い、施設・設備担当の方と換気レ

ベルを再チェックするのがよいと思います。
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